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大きな制限を克服することができる点で開発の方向性の 1 つとなりうる。 
本研究の目的は、従来の複数種結晶による超伝導特性低下の抑制を実現する新たな複数種付け結晶
成長方法を確立し，その効果を検証することにある。 
 本論文は 6 章から構成されている。 























法である。本方法を本研究では MUSLE(MUlti-seed SeemLEss)法と呼ぶこととした。この MUSLE 法で
実際に様々なサイズで結晶成長をおこない、成長した結晶を光顕観察および元素マッピングを用いて
観察し、結晶領域間に存在する非超伝導相の偏析が本方法で解消できることを確認した。 













 第 6 章では、総括結論として、本論文で述べた MUSLE 法の有効性をまとめた。 
 
 
